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　京都市上京区油小路通り五辻下る東側―1558年（永禄元年），本阿弥光悦（六郎左衛門，六左
衛門，法名日豫，太虚庵，徳友斎）は，この地に生まれた。その地は，また，上京区小川今出川上
る西側とも呼ばれ，上京の地域を東西に走る今出川通りを，それぞれ南北に横切る小川通りから油
小路通りまでをつなぐ「本阿弥辻子」という地域であった。
　「辻子」は，「ずし」もしくは「つし」と訓
よ
まれ，「細道」・「小路」・「横町」を意味し，十世紀の
平安京に既に存在していたが，それは，平安京の本来の「条坊制」に基づく道路ではなくて，とく
に，平安京の北郊の発達にともない，新たに開発された東西の道路なのであった。ちなみに，『広
辞苑』（第六版）の下巻（「た―ん」）に，「辻子」という項目は見当らず，「辻」の関連においても
説明されていない。かえって，上巻（「あ―そ」）の方に，「ずし」（辻）⇨つじ（字類抄）という簡
略な説明があり，その５項目後ろのところに，「ずし」（途子・図子）の項が存在し，「よこちょう。
路地。伊京集『図子，小路也，或いは通次に作る』」という説明が付されている。
　実際には，前述の油小路通りを，今出川通りとの交差点から北に100ｍ余り歩いた場所に，「上
京区文化振興会」の手に成る「本阿弥光悦屋敷跡」の立札がたてられており，そこには「この地は，
足利時代初期より，刀剣の研
と
ぎ・拭
ぬぐ
ひ・目
め き
利きのいわゆる三事を以て，世に重きをなした本阿弥家
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代々の屋敷跡として，『本阿弥辻子』の名を今に遺している」と，説明されているのであった。私
が2016年秋に実踏した限りでは，この立札―その脚下には，白い玉砂利が敷きつめられ，石碑
と井戸がしつらえられていた―の南側に，たしかに東の小川通りに向かって道幅一間ばかりの細
い道が存在していたけれども，小川通りにまで突き抜けているようには思われず，今日では，京都
の市街地によく見られる「路地」（ろうじ）になっているようであった。
　「本阿弥辻子」は，今日の町名で言えば，上京区実相院町に所在する。そこは，室町幕府の将軍
御所である「室町第」（別名，花の御所）の真西400ｍばかりの近さ，である。この町名は，天台
宗寺門派（比叡山延暦寺を本山とする山門派に対立する，円珍を派祖として園城寺を総本山とする
一派）の門跡寺院，実相院（1229年，近衛基通の孫，静基僧正の開山）に由来するけれども，
1411年に，足利三代将軍義満の弟，義運僧正が住持の際に，この寺は現在地の左京区岩倉に移っ
ている。「室町第」は，今日の上京区役所の東側，築山北半町から南半町にかけての地域に所在し
たが，その周囲には，近衛殿表町，同北口町，一条殿町，徳大寺殿町などが存在し，また，これら
の周辺に，中御霊図子町，今図子町，常盤井図子町や一条横町など，「辻子」に類縁する町名・地
名が残っている。
　私は，このような京都の「旧市街」を歩きながら，イギリス，ロンドンの“City”のそれ，なら
びに，フランス，リヨンの“Le vieux Lyon”のそれ，に想いを馳せていた。前者は，私が30歳代
後半の一年半，オックスフォード大学セント・アントニーズ・コレッジの客員研究員として，ジョ
ン・ロック（1632～1704年）の“Strictures’”（「弾劾文」）の直筆原稿を「読み込み」，分析してい
た頃の研究へと，連接する。周知のように，ロックは，「ピューリタン革命」（1642～49年）から
「名誉革命」（1688年）への歴史過程のなかで，チューダー・スチュアート王朝の《絶対王政》を
批判・打倒し，イギリスの《市民社会》を創出するための理論的指導者のひとりとして活躍したが，
その延長線上において，1695年１月，当代の「言論弾圧」の基軸となっていた“Licensing Act”
（「特許・検閲法」，正しくは，1662年，国王チャールズ二世によって制定された‘Act for the 
Regulating of Printing’）の内容を精細に分析し，論駁する「文書」を，執筆した。それが，フォ
ックスボーンを初めとするジャーナリズム発達史の研究者たちによって，「弾劾文」と呼ばれるよ
うになったのである。
　ロックは，この“Strictures”を，ロンドンの“City”の西側に所在する‘Redlion Street’の彼
自身の政治クラブ『カレッジ』において執筆し，そこに集まるクラーク，フレーク，ヨンゲなどの
ホイッグ党の議員たちの活動を通じて，ウェストミンスターの議会での討議に反映されることとな
り，結果として，1695年，“Licensing Act”は廃止されるのであった。
　‘Redlion Street’は文字通り，Theobalds Road と High Holborn Street とを南北に結ぶ「辻子」
であり，“Lane”である。それは，コヴェント・ガーデンのすぐ北に位置し，ブルームズベリー・
スクエアの南東300mほどの場所に在る。そして，私たちは，High-Holborn Street が，西の
“SOHO”と東の“Bank”とを結ぶ，ロンドンでも指折りの主要幹線道路であることに，注意する
必要があるだろう。“SOHO”の中心部を貫く Shaftesbury Avenue は，言うまでもなく，ロックの
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政治的盟友，アンソニー・アシュレイ・クーパー（枢密顧問官，大法官，シャフツベリー伯爵）の
名前に由来しており，今日イングランド銀行の宏壮な建物が立つ“Bank”こそは，周辺の多くの
ギルドを経営していたロンドン商人たち―農村部における「独立自営農民」（“Yeoman”）ととも
に，「ピューリタン革命」→「名誉革命」の歴史過程を主導した“Gentry”の主体―の活動の象
徴そのものにほかならなかった，からである。
＊
　さて，後者―すなわち，フランス，リヨンの「旧市街」，“Le vieux Lyon”―は，具体的には，
ソーヌ川（La Saône）西岸のサン・ジャン大聖堂とフルヴィエール教会の周辺地域を指すけれども，
私は，これに，この川の東岸から北岸にかけての丘陵の斜面に展開している‘La Croix Rousse’
の地域をも併せて，考察することにしたい。
　私は，60歳代の前半，フェルディナン・ド・ソシュールの記号論，ステファヌ・マラルメの言
語論，モーリス・メルロ＝ポンティのコミュニケーション行為論およびロラン・バルトの文化記号
論の“流れ”を勉強するために，一年間，リヨン第三大学の客員教授として，リヨンに滞在した。
その成果は，『コミュニケーション理論史研究（下）―記号論からコミュニケーション行為の地
平へ―』（2014年，勁草書房）としてまとめられているので，ここでは触れない。1876年から98
年にかけて建築されたリヨン第三大学（Université Lyon III ― Jean Moulin
＊＊
―）の，屋上に
ドームを戴いた，豪壮なファサードを有する本部棟は，ローヌ河（Le Rhōne）左岸の新・新市街
に在り，講義棟や図書館は，第二次世界大戦の後の学生数の増加に対応して，そこから，なだらか
な坂を1.5㎞弱登った場所に増設されていた。
　ちなみに，メルロ＝ポンティは，1945年～48年，リヨン大学専任講師（48年１月に教授）として，
‘Langage et Communication’，‘Ame et corps chez Malebranche, Maine de Biran, Bergson’，‘La 
liberté chez Leibniz’などの講義を行っているけれども，それは，ローヌ河に面した本部棟に於て，
実施された。私は，この講義に用いられた教室（100人余りの学生を収容する中教室）とそこから
美しい中庭に沿って50ｍ足らずの廊下を辿り，さらに，狭い階段を上って，二階の研究室へと歩
い た。 そ れ は，1942 年 の La Structure du Comportement と，45 年 の La Phénoménologie de la 
perception―これら２冊が彼の博士論文であった―を書き上げたばかりの，37歳～40歳のメル
ロ＝ポンティの研究と教育の場そのもの，なのであった。
　リヨン市の中心部は，①ソーヌ川右岸を中心とする「旧市街」（Le Vieux―Lyon）。②ソーヌ川
とローヌ河とに挟まれた「半島部」（Presqu’Île）の「新市街」，そして，③ローヌ河左岸の「新・
新市街」の三つの部分から成っているが，ここでは，とくに，「旧市街」に多く見られる「トラヴ
ール」と，「新市街」に所在する「印刷博物館」に，注目することにしたい。
　前者は，『仏和大辞典』（1981年，伊吹武彦他編，白水社）に，“traboule”―（Lyon 地方で）
一郭の家屋を横切る小路―，あるいは，“trabouler”―（Lyon 地方で）（小路が）一郭の家屋
を横切る―と記され，さらに，ラテン語の語源が trabulare ← transambulare / trans à travers + 
ambulare aller というかたちで説明されている「辻子」である。私は，サン・ジャン大聖堂やサン・
ポール教会の周辺からソーヌ川の岸辺にかけて，実際，いくつもの「トラヴール」を歩いているけ
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れども，このフランス版の「辻子」は，通常の「民家」（と言っても，今日では，そのほとんどが
６～７階建ての「アパルトマン」である）やビルの中を貫通している―しかも，多くの場合，曲
りくねっている―，「トンネル」のような小路
4 4
である。それは，リヨン市民のあいだでは，表向
きには，「雨や雪の日に，人びと―とくに，（アンリ４世などの）国王・貴族・聖職者たち―が
通行するため」に設けられたと言われているけれども，実際の歴史過程においては，ソーヌ川の舟
運を利用して運ばれて来る「シャンパーニュの大市」や地中海から「オリエント」までを含む《交
易品》の運び込みに用いられ，後には，16世紀の「宗教戦争」から20世紀の第一次・第二次の「世
界大戦」に至るまで，数多くの「市街戦」のための軍事的迷路
4 4
の役割をも，果していたのであった。
　このような文脈において，重要視されなければならないのは，Croix-Rousse という地域とそこ
に住む人びとの存在であるだろう。それは，前記の Vieux-Lyon の北に隣接し，ソーヌ川の左岸に
展開する「河岸段丘」の南斜面の地域であり，「茶褐色の十字架」というのは，丘の最頂部にある
里程標―ブルグ・アン・ブレスを経由して，スイスやドイツへの陸路の《交易》ルートの標識
―に，由来する。リヨンには，15世紀頃から絹織物の生産が進められていたけれども，とくに，
17世紀にコルベールの「重商主義」政策の下で，絹織物業のマニュファクチュアが設立されると，
この Croix-Rousse の地域が「絹織物工」（‘Canuts’）たちの居住する地域となり，その数は1850年
には，約９万人に達していた。
　そして，よく知られているように，1831年と34年，“La Révolte des Canuts”―「絹織物工た
ちの蜂起」―が，生じた。それは，直接的には，①「16時間」にも及ぶ長時間労働の過酷さ
4 4 4
，②
自分たちが生産する「絹織物」の高価さと対照的な，労働賃金の低さ
4 4
―‘a decent price’の要
求―にもとづいた「蜂起」であったけれども，急速に市民たちのあいだに広がり，遂に，市庁舎
を占拠するに至った。それは，結果として，軍隊によって鎮圧され，「国家に対する反逆」として，
リヨンから西に150㎞あまりも離れた Riom の法廷で，裁
さば
かれることとなった。
　この‘La Révolte des Canuts’の最
さ
中
なか
で，絹織物工たちは，
　“Vivre en travaillant ou Mourir en combattant”―「労働をして生きよう，さもなくば，闘っ
て死のう」―という合言葉
4 4 4
のもとに，数多くの「トラヴール」―「旧市街」と「クロワ・ル
ス」に総計320の「トラヴール」が存在するけれども，後者の方により多く布置していた―を
《塹壕》や《迷路》のように用いて，軍隊に対抗したのであった。
　他方，「印刷博物館」は，その‘Musée de l’Imprimerie et de la Banque’という名称が示すよう
に，リヨンにおける「印刷」文化と《金融》の特異な，〈結合〉と〈反発〉の両面を併せ持った，
発展の歴史を内包し，具現している。それは，これまで述べて来た‘La Croix-Rousse’の南の「新
市街」，（‘Presqu’Île’）の中央部，「共和国広場」（Place de République）から「市庁舎」，「オペラ
座」とを南北に結ぶ‘Rue de la République’の中ほどのところに，壮麗な「商品引取所」（Palais 
du Commerce et de la Bourse）の建物と向い合うようにして，建っている。それは，ドイツ，マイ
ンツならびにベルギーのアントワープの印刷博物館と並び称される，ヨーロッパ有数の「印刷博物
館」であるけれども，同時に，リヨンにおける《文化的》社会関係と《経済的》社会関係の発達が，
33
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その基底において，‘Printers from the Rhineland’と，Salvati, Bonvisi, Guadagni, Caponi, Medicis 
および Martelli などの‘Italian Bankers’の活動の《結合》によって支えられていた事実を，確実
にものがたっているのである。
＊＊＊
　私は，かつて，グーテンベルク（Johanul Henne Gutenberg，本名は Johannes Gensfleisch zum 
Gutenberg，1394―1468年）とカクストン（William Caxton，1422年頃―91年）を中心に，‘Printers 
from the Rhine-land’の内容を，精細に検討した。グーテンベルクは，もともと金細工師であり，
1450年頃，ヨハン・フスト，ピーター・シェッファーとともに印刷所を設け，1452年から55年に
かけて，ゴシック活字を用いた36行のラテン語聖書―いわゆるグーテンベルク聖書，―を印
刷し，さらに，1457年～58年頃，この活字をさらに小さく，洗練されたものに改良して，有名な
42行聖書を印刷した。彼は，また，54年から55年にかけて，悪名高い贖宥状―「免罪符」―
の印刷も，手がけているのであった。
　イギリス最初の印刷・出版業者，カクストンは，ロンドンの最も有力なギルド「織物商組合」
（the Mercers’ Company）の大立者であったロバート・ラージ（Robert Large）―1427年，組合
の代表幹事，30年，ロンドン市の‘Sheriff’，39年同市長（Lord Mayor）―の徒弟として出発し，
1440年代から，ベルギー（西フランドル）のブリュージュに滞在し，同市に所在するイングラン
ド商館を舞台とする「冒険商人たち」（the Merchant Adventurers）のひとりとして，毛織物，亜
麻布，サフラン，毛皮（とくに，貴族，裁判官たちが用いる「アーミン（白貂
てん
）毛皮」）の貿易に
従事しており，1462年には，ブリュージュ在住のイングランド商人たちの代表として，「総督」
（Governer―‘meester van der Ingelscher macien’―）に選出されている。
＊＊＊＊
　彼は，1470年秋から72年にかけての時期に，この「総督」を辞して，活字印刷の世界に転じた。
カクストンは，具体的には，ケルンのヨハン・ヴェルデナー，ヨハン・シリングなどの活版職人た
ちから，活字印刷の技術を学んだ。そして，1473年の終りから74年の初めにかけて，ブリュージ
ュに戻り，みずからの最初の活字印刷本，Recuyell of the Histories of Troy 出版の準備を，ほぼ完了
している。この本の原著書 Recueil des histoires de Troie は，1464年に刊行され，当代のブルゴーニ
ュ公国きってのベストセラーであった。著者のラウル・ルフェーブルは，ブルゴーニュ公国第三代
国王フィリップ善良公（Philippe le Bon）に仕えるカトリック司祭であり，王宮礼拝堂付き司祭
（‘priest and chaplain’）である。
　このようにして，1474年の暮れから，遅くとも75年１月のうちに，カクストンは，英語で印刷
された最初の本，イギリス人印刷職人による最初の本，そして，ドイツ以外の場所で初めて‘a 
bâtarde Type’によって印刷された書籍を，刊行することとなった。この『トロイ歴史物語』は，
製紙技術・製本技術の進歩をも併せてものがたるように，全三巻の書籍が，三台の印刷機を用いて，
同時に，平行して，印刷され，製本されたのであった。
　私は，かつて，イギリスにおけるジャーナリズムの成立とその過程での「言論統制」―そして，
それを打倒するためのジョン・ロックの闘い―を分析しながら，次のように述べた。
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　「……私たちは，印刷・出版業組合（the Stationers’ Company）の会長および理事・幹事たちが
上院の『執行官』（the Gentlemen Usher）および下院の『下士官』（the Sergeant）の軍事力・警
察力にバックアップされながら，自分たちの既得権益を守るために，最初期のジャーナリズム統制
を展開している姿を，如実に知るのである。しかも，この組織の本部は“Haberdashers’ Hall”（「小
間 物 商 組 合 会 館 」） に 置 か れ て い た。Oxford Advanced Learner’s Dictionary に よ れ ば，
Haberdasher とは，“Shopkeeper who sells clothing, small articles of dress, pins, cotton, etc”であ
る。したがって，『小間物商組合』は，カクストンからミルトンを経て，ジョン・ロックに至るま
で，つねに，ロンドン商人と勃興して行く上層ブルジョアジーの中核に位置するかたちで，本書
―『コミュニケーション理論史研究（上）』―のなかで言及されて来た『織物商組合』（the 
Mercers’ Company）から派生した《カンパニー》であり，しかも，その職業の内容から，まさに，
『印刷・出版業組合』と『織物商組合』の中間に介在する位置にあったと考えられるのである。」
＊＊＊＊＊
　そして，私は，Andre Maurois, Histoire d’Angleterre (1937) におけるアンドレ・モーロワの
‘Merciers’という用語に触れながら，「これは，Mercers という英語の直訳であり，Caxton のと
ころで出て来ているように，英語の Marcers は『織物商』―日本語の『呉服商』に近い―で
あり，フランス語の Merciers は，『小間物商』と辞書にある。」と注記していた。
＊＊＊＊＊＊
　私は，このような記述を含む『コミュニケーション理論史研究（上）―コミュニオンからコミ
ュニケーションへ―』（勁草書房）を，2000年に発表した。そして，2003年，リヨン第三大学客
員教授としてリヨン市に滞在していた時に，同市の新市街（PresquÎle’）の中心部に，Rue 
Mercière が存在し，その傍
かたわ
らに，Allée Marchande が在るのを，発見するのであった。
　私の手許にある Dictionnaire Anglais―HACHETTE & Oxford―（Oxford University Press, 
2003）によれば，Mercerie とは‘haberdacher’s shop’のことであり，Marchand は，まさしく，
‘trader’，‘dealer’であり，‘merchant’にほかならないのである。リヨンは，周知のように，世
界中の観光客にとって，「美食の街」であり，この Rue Mercière には，実際，数多くの“Buchon”
が 建 ち 並 ん で お り，‘un alignement de restaurants et de bistrots avec terrasses accueillant de 
nombreux Touristes’そのものである。しかもなお，それは，もともと，「小間物屋通り」であり，
「呉服屋通り」だったのである。そして，この「呉服屋通り」の中程からソーヌ川の岸辺へと向か
って派生している Allée Marchande こそは，文字通り，《あきんど
4 4 4 4
（商人）辻子》なのであった
―ついでに言うならば，この辻子を通って，リヨンの「絹織物業者」たちがソーヌ川の舟運へと
《商品》を結びつけていたソーヌ左岸の岸辺は，「サン・タントワーヌ河岸」（Quai Saint Antoine）
であり，その名称は，私が，かつて，所属していたオックスフォードの Saint Antony’s College の
それへと，連接して行くこととなる―。ソーヌ川は，「サン・タントワーヌ河岸」から北へ遡上
すればボーヌ，ディジョンで当代のブルゴーニュ公国の中心部―そして，「シャンパーニュの大
市」―へと連なり，逆に，南へ下るならば，わずか4.6㎞先で，大河ローヌへと合流するのであ
り，そこから，マルセイユ，さらに，地中海へと，連なっているのであった。
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　事柄の要諦は，中世の末葉から近世にかけての「商業資本の産業資本への転化」の歴史過程であ
り，そこにおいて，「前期的資本の範疇転化」（大塚久雄）がどの程度に生成し，進捗していたか，
の一点にある。私たちは，これから，本阿弥光悦のきわめて多彩な《コミュニケーション行為》
―人間的自然
4 4 4 4 4
の具体化された形態としての「感性」・「感覚」の多様な表現
4 4
と「客体化
4 4 4
」―の展
開を検討して行くわけであるけれども，それは，具体的には，茶屋四郎次郎ならびに角倉素庵との
人間的な
4 4 4 4
「関係行為」のネットワークのなかで，展開されているのであった。
　前者，茶屋四郎次郎は，『広辞苑』（第六版）によれば，「江戸時代の京都の豪商。本姓，中島。
四郎次郎は歴代の通称。初代清延（1542―96年）は徳川家康の側近。二代清忠（1583―1603年）
は早世。三代清次（1584―1622年）は，朱印船貿易と糸割符制度に関係して巨利を積み，四代以
降も，代々，公儀呉服師を勤めた」という日本版“Mercer”のひとりである。そして，後者，角
倉素庵（1571―1632年）について，同じく『広辞苑』（第六版）は，「江戸初期の京都の豪商・学
者・書家。了以の長男。名は与一。諱
いみな
は玄
はる
之
ゆき
，のち貞順。藤原惺窩の門人。書を本阿弥光悦に学ん
で一家を成す（角倉流）。父の朱印船貿易・土木事業に協力。嵯峨本（角倉本）の刊行に関与」と，
述べているのである。イギリス，ロンドンの“Mercer”―織物業者であり，より正確には「織
元」―は，主として，羊毛に準拠する「毛織物」業に従事しており，フランス，リヨンの
“Mercerie”は，フィレンツェ，ミラノおよびトリノの銀行その他の「商業資本」と結びつきなが
ら，「絹織物」業の発達の担い手となっていた。
　私は，本阿弥光悦の「京屋敷」の旧跡から本阿弥家の菩提寺である本法寺まで歩きながら，多く
の「金襴」，「金糸・銀糸」，「金箔」の工房の家々を，見出した。それらの家々の戸口の軒先きには，
一様に，祇園祭の山鉾巡行の先頭に立つ「長刀鉾」の御札が，貼られているのであった。
　さて，とりあえず，光悦をめぐる本阿弥家の系譜―「家系図」―を辿るならば，第１図のよ
うになる。周知のように，資・史料としての「家系図」は，時系列のそれぞれの段階で「混同」や
「粉飾」がまぎれ込む場合があり，この系譜
4 4
も，当然のこととして，今後の研究の深化に応じて，
さらに正確なものとされるべき性格のものである。
36
第１図　本阿弥光悦の家系譜
（出所：玉蟲敏子，内田篤呉，赤沼多佳『もっと知りたい本阿弥光悦―生涯と作品―』（2015年，東京美術），11頁）
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＊　　　　　　 田中義久『コミュニケーション理論史研究（上）―コミュニオンからコミュニケーションへ
―』（2000年，勁草書房）の第四章「ロックのコミュニケーション理論（一）」を参照。
＊＊　　　　　 ジャン・ムーランは，よく知られているように，第二次世界大戦のなかで，反ナチスのレジスタ
ンス活動を組織した人である。Pierre Péan, V ies et morts de Jean Moulin（1997, FAYARD）を参照。
＊＊＊　　　　 私は，Musee de L’Imprimerie et de La Banque の刊行による Descriptive Guide to the Printing and 
Banking Musenm（2003年）に依拠している。その内容は，（1）The Bank（2）The Machines（3）
The Book（4）Prints and Engravings（5）Technical Material であり‘Glossary of Printing Terms’
が付加されている。
＊＊＊＊　　　田中義久，前掲書，第三章「ミルトンと『アレオパジティカ』」を参照。
＊＊＊＊＊　　同上書，284-5頁。
＊＊＊＊＊＊　同上書，408-9頁。
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　本阿弥光悦（1558―1637年，永禄元年―寛永十四年）の生涯は，正
おお
親
ぎ
町
まち
天皇から後陽成，後水
尾の諸天皇を経て，明正天皇に至る「治世」の下に，展開された。それは，室町幕府の足利将軍の
系譜から見れば，第13代将軍義輝から14代義栄を経て，最後の将軍，第15代義昭（在位1568年―
73年）の「支配」の下に展開されたのであり，このような《武
む
者
さ
の世》（慈円）の流れから言えば，
「支配」権力の正当性
4 4 4
的秩序は，実は，1585年の豊臣秀吉の関白叙任ならびに1603年の徳川家康の
征夷大将軍位への就任による江戸幕府の成立へと続くけれども，1573年の織田信長による15代将
軍義昭の追放―すなわち，室町幕府の
4 4 4 4 4
滅亡
4 4
―から85年の秀吉の関白就任に至るまでの12年間
は，「支配」権力の正当性
4 4 4
の根拠を欠いた「空白」の時代であり，まさしく，「戦国時代」の《乱
世》にほかならないのであった。
　具体的に言うならば，光悦の生誕の２年後に，「桶狭間の闘い」が起きており，光悦は，11歳の
時に，信長が将軍義昭を奉じて京都に入って来るのを目撃しているのであり，しかも，その14年
の後，「本能寺の変」をまさしく目睫の近さで視認し，その動乱
4 4
の激しさを体験することとなる。
けれども，この頃，20歳代前半の青年，光悦は，名人と謳われた父光二の下，家職である刀剣の
「磨
と
礪
ぎ
」，「浄
ぬ ぐ い
拭」，「目
め
利
きき
」の世界に没入しており，その修業にあけくれているのであった。
　さて，前掲の「家系譜」にしたがえば，本阿弥光悦の遠祖は，初代妙本という人物である。正木
篤三『本阿弥行状記』（1993年，中央公論美術出版）および林屋辰三郎「光悦の人と時代」（林屋
辰三郎，林屋晴三，岡田　譲，山根有三，小松茂美，赤井達郎『光悦』1964年，第一法規出版所
収）は，江戸時代の文献『玉露證話』に依拠して，「本阿弥が事は，元祖妙本といふ
（ママ）
者也，……
（中略）……相州鎌倉に住みて，天性刀剣を見るの術を得たり，足利将軍の仰によりて京都に来れ
り，鎌倉松葉谷の日
にち
静
じょう
上人は尊氏の叔父たり，これへ帰依して法名を授けられ，即ち本阿弥と号
38
す」の部分を，引用している。
　私たちは，ここで，光悦の生涯にも大きく関わる事柄として，日蓮宗への帰依と，刀剣を通じて
のそれぞれの時代の「武士」の家からの養子
4 4
の迎え入れ，という二つの特色に出合うこととなる。
　日蓮は，1222年２月16日，安房（千葉県）小湊の漁師―海士とも言う―の家に，生まれた。
この年，親鸞は50歳，道元は23歳，である。幼名を善日丸という日蓮は，12歳の時に安房の清澄
寺に入り，浄土宗の僧，道善房の弟子となり，４年後の1237年，この寺で出家し，是聖房蓮長と
称した。18歳～21歳の期間，鎌倉で浄土宗と禅宗を学び，さらに，21歳から31歳にかけて，比叡
山に入り，天台宗を深く学ぶとともに，臨済宗の禅や真言宗（とくに，醍醐寺理性院の系統のそ
れ）にも触れて，1252年，安房の清澄寺に戻った。この年は，まさに，道元が『正法眼蔵』（95巻）
を完成した年であり，すでに，親鸞は，1224年に，その主著『教行信証』を著しているのであった。
　このような鎌倉時代における日本仏教の《ルネッサンス》の最
さ
中
なか
で，1253年，32歳の是聖房蓮
長は，清澄山の頂きで，朝日に向って法華経の題目「南無妙法蓮華経」を唱え，みずから日蓮と名
乗り，日蓮宗を開示することとなる。これが同年４月28日のことであり，翌５月，日蓮は，再び
鎌倉に入り，名
な
越
ごえ
の「松葉ヶ谷」に草庵を結び，辻説法その他の布教活動を，開始した。そして，
1260年，日蓮39歳の時に，彼の生涯にわたる度重なる法難の嚆矢として，「松葉ヶ谷の法難」とい
う激烈な弾圧を蒙
こうむ
るのであった。
　松葉ヶ谷とは，現在の鎌倉市大町の東南の山稜部の地名であり，当代の鎌倉幕府の外郭防衛拠点
として設けられた七ヶ所の「切り通し」のひとつ，「名
な
越
ごえ
の切り通し」に連なり，日蓮は，そこに，
後年「法華堂」と呼ばれることになる草庵を，構えた。この地域には，今日，妙法寺，長勝寺およ
び安国論寺という三つの日蓮宗の寺院が存在するけれども，そのなかの何
いず
れが「法華堂」であるか
は，未だ，定まっていない。法難のきっかけ
4 4 4 4
は，1260年，39歳の日蓮が執筆した『立正安国論』に，
あった。この書物は，『開目抄』（1272年）ならびに『観心本尊抄』（1273年）とともに，日蓮の主
要著書―「三大部」―のひとつであり，その奥書に記されているように，宿屋左衛門光則の手
を通して，鎌倉幕府の第５代執権，北条時頼に上申された。
　『立正安国論』は，全十章，それほど長大な論稿ではない。内容は，主客対論の形式にしたがっ
た「四六駢
べん
儷
れい
」の文体で，日蓮の気迫の籠
こも
った力篇である。この頃の鎌倉は，1257年の大地震，
58年の暴風雨とそれにともなう洪水，59年の飢饉と災害が相次いでいたけれども，日蓮は，「第一
問答，災難の由来について」以降，これらの天災地変を「教法の誤り」に起因するものと主張し，
「第四問答，浄土念仏義について」を中心として，法然の浄土宗を激しく批判している。そして，
「第九問答，客の了解と正法の国土について」のなかで，「他国侵逼ノ難，自界叛逆ノ難」の《顕
あら
は
れ》への対策として，「汝，早く信仰の寸心を改めて，速かに実乘の一善に帰せよ。然れば，則ち，
三界は皆仏国也，仏国其れ衰へん哉。十方は悉く宝土也，宝土何ぞ壊
やぶ
れん哉。国に衰微無く土に破
は
壊
え
無くんば，身は是れ安全にして，心は是れ禅定ならん」と，結論するのであった。
＊
　『立正安国論』は，前述のような経緯を経て，1260年７月16日に前執権北条時頼に「献白」され
たのであるが，その１ヶ月余りの後，同年８月27日，多くの浄土教信者である念仏者たちによっ
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て夜間の襲撃をされ，「草庵」を焼き討ちされた―当代の第６代執権北条長時とその父親重時の
承認のもとに，その頃極楽寺に居た忍性，あるいは建長寺の開山である蘭渓道隆などの旧仏教側の
策動も含まれていたようであるけれども，ここでは，その解明が当面の問題ではない―。
　私がここで留目するのは，襲撃された「草庵」の跡とされる三つの日蓮宗寺院のなかのひとつ，
長勝寺であり，その住持であった日
にち
静
じょう
（1298―1369年）の存在である。この人物は，宗祖日蓮の
後を継いだ第二祖日朗，三祖日印に続く第四祖であり，日蓮宗の鎌倉から京都への進出，発展を主
導した人びとの代表格の人間である。彼は，実は，藤原北家の流れを組む観
かん
修
じゅ
寺
じ
氏から分れた上杉
氏の一員であった。具体的には，鎌倉幕府の第６代将軍，宗
むね
尊
たか
親王（後嵯峨天皇の子，11歳で鎌
倉へ下向）に近侍した上杉重房の孫であり，上杉頼重の息である。少し複雑にわたるけれども，上
杉重房の娘が足利頼氏と結婚し，足利貞氏が生まれ，さらに，上杉頼重の娘，清子が足利貞氏と結
婚し，尊氏・直
ただ
義
よし
兄弟を産むこととなるのであった。そして，日静は，まさしく，この上杉清子の
実弟なのである。すなわち，彼は，室町幕府の初代将軍，足利尊氏の叔父にほかならない。
　本稿では，鎌倉幕府の滅亡から室町幕府の成立に至る過程，ならびに，そこにおける後醍醐天皇
と足利尊氏の確執の詳細に触れる暇
いとま
は無いけれども，近年，足利尊氏が下野国（現在の栃木県）の
足利荘の出生ではなくて，むしろ，母である清子の実家，上杉氏の本貫地，丹波国（現在の京都
府）何鹿郡八田郷上杉荘の生まれであるとする見方が強まっている事実には，留目しておく必要が
あるだろう。それは，今日，綾部市の北部，舞鶴市との境界近くに所在する大字上杉の地域であり，
実際，この地域は，上八田と下八田の大字に挟
はさ
まれて存在している。私は，かつて，院政期の二大
荘園群，八条院（鳥羽上皇の皇女）領と長講堂（後白河天皇の持仏堂，法華長講弥陀三昧堂）領が，
それぞれ，南北朝の時代に，前者が大覚寺統の経済的基盤となり，後者が持明院統のそれへと転成
していることを指摘しておいたが，言うまでもなく，大覚寺統が後醍醐天皇以下の南朝方であり，
持明院統の光厳天皇―光明天皇―崇光天皇―後光厳天皇の流れこそが，足利尊氏の依拠した北朝方
にほかならないのであった。
　本阿弥家の遠祖，妙本は，「足利尊氏に仕へて刀剣の奉行となり，薙髪して妙本阿弥と号し，文
和２年―1353年（田中補注）―に没した」（正木篤三）とされているので，1333年の鎌倉幕府
の滅亡から同38年，尊氏が征夷大将軍に就任するまでの時期に，日静上人ともどもに，京都へと
移り住んだのであろう。なお，1345年，光明天皇の治世において，光厳上皇が日本全土73ヶ国の，
国ごとに安国寺・利生塔の設置を命じているけれども，これと符節を合わせるように，日静は，同
年，同上皇の勅諚によって，京都六条の地に，東西二丁・南北六丁にわたる永代寺領を賜わり，大
光山本
ほん
圀
こく
寺
じ
を開いた。この寺は，その後，妙顕寺を中心とする「四条門流」に対して，「六条門流」
と呼ばれる日蓮宗の大本山となり，京都の《法華勢力》を二分する力を持つようになった。
　さて，私たちは，次に，本阿弥の家系における「武士」の家からの養子
4 4
の迎え入れという特色に
ついて，検討を進めなければならない。私自身は，この点について，光悦の父・光二を具体的な事
例として，考察したいと考えている。『本阿弥系図』は，次のように，記している。
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　光二　　光心養子次郎左衛門，初光心男子無之，多賀豊後守高忠二男片岡次大夫ノ二男ヲ婿養子
トシ長女ニ配シ，家名ヲ相続セシム，後実子光刹出生ニ付，光二自ラ退身，別家ヲ立，大永二年壬
午生，慶長八年十二月二十七日歿，歳八十二
＊＊
　多賀氏は，鎌倉時代以来，近江国（現，滋賀県）犬上郡の多賀大社の神官であり，同時に，得宗
被官の御家人の地位にあった。得宗とは，もともと，鎌倉幕府の第２代執権北条義時の法名である
けれども，第６代執権の時頼から第８代のそれである時宗の治世の頃に，北条氏の嫡流の総領とし
て「権力集中」の度を強め，評定会議などの《合議制
4 4 4
》→執権の
4 4 4
《独裁
4 4
》の傾向を極度に進めた支
配体制を意味し，多賀氏は，このような北条氏の直接統轄地の御家人なのである。しかも，多賀大
社は犬上東西両郡の鎮守の社であったことから，多賀氏は，この地域の「名望支配層」のリーダー
のような存在にほかならないのであった。
　鎌倉時代の末期から南北朝の時代を経て室町時代の中頃にかけて，守護領国制の深まりを通じて，
多賀氏は，西隣りの甲良に城を持つ近江守護佐々木（京極）道誉の被官となり，京極氏が室町幕府
の「四
し
職
しき
」の一員（他は，周知のように，赤松，山名，一色の三家）として侍所所司（京都の警備
と刑事裁判を担当し，山城国の守護職を兼ねる）の役職に就くという展開のなかで，前出の多賀豊
後守高忠は，「所司代」という地位に着いた。本阿弥光悦の父，光二は，まさしく，応仁，文明の
乱の時期の京都の「所司代」として，その《動乱》の真っ直
ただ
中
なか
に居た豊後守高忠の孫だったのであ
る。10年余りも続いた応仁・文明の乱の詳細は本稿の課題ではないけれども，その過程のなかで
の京都の市街戦は，従前の騎馬武者を中心とした戦闘様式とは大きく異なり，「足軽」―甲冑な
どを着けない軽装の歩兵―の大量動員，各町組の自衛のための「構」―町衆たちは，ところど
ころに木戸門や見張りの櫓
やぐら
を作り，それぞれの町の周囲に塀や土
ど
塀
べい
を備えて，自衛のかまえ
4 4 4
を示し
た―の出現（田中構，北小路構，御霊構などが有名であり，光悦たちの住居のあたりには「実相
院構」が在った）など，地域を挙げての《総力戦》の様相を，あらわにしていた。「所司代」多賀
高忠も，実質的には，東軍の有力な戦力のひとつであり，部下の「目
め
付
つけ
」のなかには，「足軽大将」
と呼ばれた骨皮道賢のような「悪党」・牢人までもが含まれていた。
　光二は，養父光心にその後実子光刹が生まれたことから，みずから本家を退いて，分家を立てた。
家業である「磨礪・浄拭・目利」の能力はきわめて秀れていたので，分家としての身軽さもあり，
永禄年中（1558―70年）には，今川義元に請われて駿府へと赴き，その頃今川氏の下に人質にと
られて幼時を過していた徳川家康（当時は，松平竹千代）からも，その小脇差の「磨礪」を頼まれ
ている。
　よく知られているように，本阿弥光悦の《コミュニケーション行為》の所産は，「書」・「絵画」・
「今焼（陶器）」・「蒔絵」ならびに「書物（嵯峨本）」に及び，今日，国宝や重要文化財に指定され
ているものも少なくないのであるが，みずから残した著書はまったく存在しない。私たちが依拠す
ることが出来るのは，わずかに，『本阿弥行状記』という刊本と光悦の遺した多数の「手紙（消息）」
のみ，である。前者は，私の手許にある正木篤三編著『本阿弥行状記と光悦』（1993年，中央公論
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美術出版）―原資料は富岡鉄斎旧蔵本―に従うかぎり，上巻（第１段～64段）・中巻（65段～
188段）・下巻（189段～380段）の三巻構成であり，上巻は養嗣子の光瑳と孫の光甫の手になり，
中巻と下巻は，前掲の「家系図」の最下部に名前が出て来る光甫の孫の光通の後を継いだ次郎左衛
門―光悦にとっては玄孫，当代の徳川将軍家刀脇差御用掛―が纏
まと
めたものである。また，後者
に関しては，私は，小松茂美『光悦書状，一』（1980年，二玄社）を参看しているけれども，今日，
日本の内外に伝存している「消息」は320通余りとされている。
　『本阿弥行状記』上巻，第１段は，次のように，書き出されている。
　「本阿弥光悦といふ
（ママ）
者あり。父は次郎左衛門入道光二といひ，母は妙秀と名付。光二は多賀豊後
守高忠の二男片岡次太夫が子にて，本阿弥光心が養子なり。信長公御懇意の者にて毎日御前へ罷出
ける。其比荒木摂津守といふ人を御退治被成ける。然るに，摂津守所持せられし大江といふ天下無
双の義弘の刀なりけるが，売物に出しけるを，光二見出し，則信長公へさし上げる。」
＊＊＊
このよう
な父，光二は，1603年（慶長８年），82歳で病没した。その時，光悦は，すでに，46歳になってい
た。
　私たちは，前出の「本阿弥家の系譜」から，いくつかの注目すべき事柄を見出すことができる。
　⑴　俵屋宗達の存在。光悦は，その生涯を通じて，自分より４歳年長の従兄に当る本阿弥宗家第
九代の光徳と力を合わせて家職の発展に努めたが，「系譜」によれば，光徳の妹が光悦の妻であり，
光悦の姉が光徳の妻であり，義理の兄弟でもあった。そして，実は，光徳の姉もしくは妹（念のた
めに付言すると，前掲「系図」の中の左右の位置は，そのまま年令差を示すものではない）に当る
ひとりの女性が俵屋宗達の妻だった，ということになる。もとより，「家系図」は，一般的に，歴
史資料としては十分に批判的検討の余地を含むもので，本阿弥家の場合でも，私が眼にした何通り
かの「家系図」が，この点について，一致しているわけではない。しかも，俵屋宗達という人物は，
後述するように，光悦と数多くの共同制作による芸術作品を生み出しているにもかかわらず，光悦
の場合以上に，未だそのライフ・ヒストリーの詳細が不明のままである。『広辞苑』（第六版）―
そこでは，「俵屋宗達」ではなくて，単に，「宗達」という項目を立てている―でも，「京都の富
裕な町衆の出身」と記すのみで，生年不詳，没年は「1640年頃」としか，述べていない。
　しかもなお，光悦と宗達の共同制作は，光悦の父，光二が没した年の前年，1602年に，有名な
「平家納経」（厳島神社蔵）の補修のコラボレーションとして開始されているのであって，光悦の方
が10歳前後の年長と思われる両者の《コミュニケーション行為》の「交叉反転」（“chiasma”）は，
これから説明して行くように，眩
まばゆ
いばかりの「画像言語」（ゴットフリート・ベーム，Bildsprache）
を，産出して行くのである。
　⑵　尾形道柏の存在。
　「家系譜」のなかの尾形道柏は，光悦の姉法秀と結婚しているから，光悦の義兄ということにな
る。そして，その息子の宗柏は，後に出て来る光悦の「芸術家村」―私自身は，日蓮宗の信仰を
42
基盤とした《現世の 霊
りょう
鷲
じゅ
山
せん
》としての「宝土」と考えている―の住人のひとりであって，その
間口二十間の住居は，光悦の門口六十間の住居の斜め前に向い合っており，光悦の養嗣子，光瑳の
それの正面に位置していた。尾形家は，京都でも有数の呉服商である「雁
かり
金
がね
屋
や
」そのものであり，
宗柏の子，宗謙の次男として光琳，三男として乾山の兄弟が，やがて，この世に生まれて来るので
あった。
　⑶　後藤家，茶屋家および楽家との関係。
　後藤家の初祖，後藤祐
ゆう
乗
じょう
について，『広辞苑』（第六版）は，次のように伝えている。「室町中期
の金工。名は正奥。通称四郎兵衛。法印。美濃の人。足利義政に仕え，刀装具を制作。三所物（み
ところもの）の技法，意匠に新機軸を出し，後藤家の開祖となる。」
　祐乗は，具体的には，彫金家であった。そして，「三所物」とは，刀剣の付属品である「目
め
貫
ぬき
」・
「筓
こうがい
」・「小
こ
柄
づか
」を意味するから，もともと，本阿弥家の家職と親近する金工細工の領域であった。
室町時代末期の「法華一揆」（1532―36年）の際には，祐乗の曽孫である光乗が活躍し，その後の
桃山時代には，光乗の息子たち，徳乗と長乗が後藤家を発展させ，遂に，秀吉によって，金貨・銀
貨の鋳造を命じられ，金座・銀座の経営に当ることになった。本阿弥宗家第十代の光室（1583―
1625年）は，光悦の養子光瑳（1578―1637年）と従兄弟の間柄であり，さらに，光室の妹（妙山）
が光瑳の妻であったから，義理の兄弟でもあるわけだが，この後藤徳乗の女
むすめ
，妙宣と結婚している
のであった。
　茶屋家については，すでに，第16節でも触れているところであるけれども，早い時期から，京
都三条の町衆のひとりとして活動しており，とくに，相国寺鹿苑院（足利義満が相国寺内に設けた
修禅道場）に出入する富商だった。始祖と言われる四郎次郎清延は，元来，三河の武士であり，そ
の後，牢人中に茶屋の入婿となった。本阿弥家との関係では，後出するように，三代四郎次郎清次
（道清）が光悦と深い親交を結んでおり，やはり，尾形宗柏同様，「鷹ヶ峰」に，門口二十間の住居
を得ている。また，清次の女
むすめ
は，本阿弥宗家第十一代光温の弟，光的（日正）と，結婚しているの
である。
　楽家は，言うまでもなく，「今焼」の頂点に立つ作陶の名家である。初代，長次郎（生年不詳―
1589年）は，中国（当代の「明」）の南部からの渡来人，阿
あ
米
め
也
や
―「三彩陶」の技術を日本に伝
えた人物―の子とされている。彼は，楽家の家祖，田中宗慶（1535年生まれ―没年不詳）の長男，
庄左衛門（宗味）の娘と結婚し，同じく次男，吉左衛門（常慶）（生年不詳―1635年），義父，宗
慶とともに，楽焼の窯を構えた。彼らは，いずれも，千　利休（宗易）（1522―1591年）のそばに
「常随」していたようで，宗慶に田中の姓を名乗らせたのも利休である，とされている。また，「楽」
という姓は，豊臣秀吉の命によるものである。
＊＊＊＊
　さて，当代，第十五代の楽吉左衛門の長男である惣吉（篤人）（1981―）の手になる「楽家系譜」
によれば，本阿弥光悦の姉，法秀と前述の尾形（雁金家）道柏（道伯）の子，宗柏（宗伯）には，
兄の宗謙とともに弟の三右衛門という息子があった。この三右衛門の子である宗入が２歳で楽家の
養子に入り，長じて，第四代吉左衛門（一入）の娘，妙通と結婚している。要するに，楽家は，本
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阿弥家・尾形家両家と姻戚関係にあり，本阿弥光悦の姉は，楽家第五代吉左衛門（宗入）（1664―
1716年）の曽祖母であり，尾形光琳・乾山の兄弟は，宗入の従兄弟ということになるのであった。
なお，妙通の母，すなわち，第四代吉左衛門（一入）の妻，妙入は，蒔絵師，猪熊宗閑の娘である
という事実も，光悦の《コミュニケーション行為》の広がりを理解するために，看過されるべきで
はない。
　さて，前記したように，1603年（慶長八年），父光二が没した後，父が加賀前田家から得ていた
200石の食禄を継承しつゝ，「平家納経」（厳島神社蔵）の補修から始まった俵屋宗達との共同作業
が，いよいよ，本格化する。私がとくに注目しているのは，1606年（慶長十一年）の「花卉下絵
新古今集和歌色紙」であって，宗達は，そこで，画面をはみ出さんばかりに大きな上弦の月とすす
4 4
き
4
（薄）や萩
はぎ
などの秋草を大胆に描き，他方，光悦は，「かぜ吹ば，玉ちる萩の下露に，はかなく
やどる野辺の月哉」（法性寺入道前関白太政大臣作）という和歌を力強く書き，金銀泥下絵・紙本
墨書の右端に，わざわざ「慶長十一年十一月十一日，光悦書」と記し，左下隅に大振
ぶ
り四角の「光
悦」印（朱文）を捺している。そして，近年の研究によれば，この「十一尽くし」の年紀は，実は，
1264年（文永一年）十一月十一日の日蓮の三度目の法難，「小松原法難」―詳細は省くけれども，
この時，日蓮は43歳，安房鴨川の小松原で，地頭の東条影信たち浄土宗の信者たちに襲われ，眉
間を斬られた―への，光悦と宗達の心情の発露にほかならないのであった―この年，光悦は
49歳，宗達はそれより10歳近く年少とされているので，「法難」の際の日蓮の年令にほど近い「40
歳代」の《コミュニケーション行為》⇄「関係行為」⇒《文化的》社会関係の回路の，一層の深ま
りを，自
おの
ずから，世に示すところとなった―。
　そして，1615年（元和１年），本阿弥光悦は，洛北「鷹ヶ峰」の地に，彼自身の現世の《宝土》
を産出するべく，その《コミュニケーション行為》を，全面展開することになるのである。
＊　　　　兜
かぶと
木正亭校注「立正安国論」，『日蓮文
ぶん
集
しゅう
』（1968年，岩波書店），200-1頁。
＊＊　　　正木篤三編著『本阿弥行状記と光悦』（1993年，中央公論美術出版），206頁。
＊＊＊　　同上書，７頁。
＊＊＊＊　 『茶碗の中の宇宙―楽家一子相伝の芸術―』（東京国立近代美術館，2017年），42頁。また，第十五
代楽吉左衛門「自作を語る」，223-34頁を参照。
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　『本阿弥行状記』上巻，第52段は，次のように，伝えている。
　「権現様大坂御帰陣の御時，板倉伊賀守殿に御尋ね被成候事は，本阿弥光悦は何としたるとぞ仰
せ有ける。存命に罷在候，異風者にて，京都に居あき申候間，辺土に住居仕度よしを申と被申上け
れば，近江丹波などより京都への道に，用心あしき，辻切追はぎをもする所あるべし。左様の所を
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ひろ と取らせ候へ，在所をも取立べきもの也との上意なり。此旨還御の後，伊賀守殿より被仰
渡，忝仕合に存じ奉る也。其拝領の地は鷹が峰の麓なり。東西二百間余り，南北七町の原なり。清
水の流れ出る所を光悦が住居と定む。道春記をかけり。其外を数々にわけて，一類，朋友，ひさし
くめしつかひ
（ママ）
し者どもまでに銘々分ちとらせける。いまだ新地御法度の御沙汰もなき折なれば，然
るべき寺院を四ヶ所まで見立，壹ヶ所は嫡子光瑳が才覚にて法花の談所を建立す，常照寺これなり。
京関東名を得たる知識を講じ，能化と定む。数百人の所化絶る事なし，天台六十巻の講釈数十遍み
てり。又，一ヶ寺は光悦が母妙秀が菩提所なり，則妙秀寺と号す。資縁不足成所化，志し有発心者
を，毎日，朝昼二度づつ集めて，妙経一部を読誦せしめ，直に数万部成就せり。また，毎日五種の
妙文を修し，天下の御祈
き
祷
とう
，日々に怠りなし。また一ヶ所は天下の御祈祷，次に本阿弥が先祖の菩
提所光悦寺なり。」
＊
　前述したように，『本阿弥行状記』は全三巻構成であり，上巻は光瑳と光甫の手になるもので，
これに対して，中・下巻は，光甫の孫に当る光春が纏
まと
めたものであった。光悦（1558―1637年）
の生涯に，養子である光瑳（1578―1637年）と孫の光甫（1601―82年）は，直接，触れることが
できたけれども，光春はその具体的な生没年は不明ながら，1749年に将軍家刀脇差御用掛に任ぜ
られており，光悦より一世紀後の時代を生きた人物で，光悦について伝聞の知識を有するのみであ
った。したがって，本阿弥光悦に関する諸研究は，全体として，上巻をほぼ信頼し得る資料として
おり，これに対して，中・下巻の部分は，参考資料の域にとどまるものという扱いをしている。
　このようにして，徳川家康から光悦が「拝領」した鷹が峰
4 4 4
の地は，第２図のような《信仰と芸術
のコミュニティ》となった。この地は，前述の本阿弥光悦「京屋敷」の所在した京都市上京区油小
路通り五辻下る東側―それは，また，上京区小川今出川上る西側とも呼ばれる―の場所から，
北々西へ3.25㎞の位置にあり，桃山時代に豊臣秀吉が京都の市街地を整備し直した時に京都の市域
を囲むようにして定めた「御土居」の北西辺のすぐ外の地域に，当たる。そこは，金閣寺の北の
（左）大文字山の北側にあたり，大きく見れば，京都のいわゆる「北山」の外郭を占める西端の高
尾，神護寺から，上賀茂神社（賀茂別雷神社）を経て，東端の赤山禅院，修学院離宮へと至る線上
に，布置する。
　第２図は，光悦寺の所蔵になる「鷹峰古図」そのものであり，元和４年（1618年）から寛永４
年（1627年）までの期間に作成された。図の上方が西の方角を示し，下方が東のそれを指してい
るので，少々判りにくいけれども，地域の概要は今日も大きくは変っていない。西側には「鷹峰三
山」と称される天ヶ峰（標高466ｍ），鷲ヶ峰（314ｍ）および鷹ヶ峰（標高不詳であるけれども，
すぐ南隣りの左大文字山のそれが231ｍであり，それよりやゝ高く，250ｍ余りの高さと思われる）
が南北に並んでおり，図に示されている「川」は紙屋川のことで，南に流れて，北野天満宮の近辺
で天神川と名前を変えて，やがて，西京極の南で桂川へと合流する。
　私は，2016年11月に，図の左側，南，「京口」と記されているところから，今日の「光悦町」を
訪れたわけであるが，正面に突き当って，西の道すじ
4 4 4 4 4
，および，東へのミち
4 4 4 4 4
とある道路の骨格は，
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400年前，光悦が生きていた時代と，まったく変っていない。前者は，「せんぞくへのみち」とあ
るように，紙屋川を渡って，今日の鷹峰千束町へと続き，その先は，天ヶ峰の北側の山裾を辿って，
「東海自然歩道」となり，およそ５㎞進んだ北山町のあたりで周山街道に合流して，丹波への途と
なる。また，後者は，今日，常照寺の前を通って，図に示されている「玄沢町」―現在の大宮玄
琢北東町・大宮玄琢北町―へと下り，「御土居」の切通しを抜けて，北山通りの京都市街地へと，
通じている。なお，玄沢
4 4
・玄琢とは，徳川幕府の医官，野間玄琢（1591―1646年）のことである。
彼は，もともと山城の人であり，名前は成
せい
岑
しん
，1626年（寛永三年），徳川幕府の第２代将軍，秀忠
の侍医となって，江戸に移り住んだ。しかし，1636年，東福門院（後水尾天皇の中宮，徳川秀忠
の娘）の診療のために京都に戻り，彼の治療が効を奏した後，引き続き，後宮に奉仕することとな
第２図　本阿弥光悦の「鷹ヶ峰」
（出所：林屋辰三郎，林屋晴三，岡田譲，山根有三，小松茂美，赤井達郎『光悦』（1964年，第一法規出版），141頁）
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った。彼の墓は，鷹ヶ峰の白雲渓にあり，光悦との深い親交をものがたっている。
　さて，第２図に眼を戻すと，中央に見られる「いはい（位牌）所」が，現在の光悦寺である。光
悦は，ここに，これまで述べて来た父光二，母妙秀をはじめとする本阿弥家先祖供養の霊屋として
「位牌堂」を設けたわけであり，それが，彼の死後，日蓮宗光悦寺となったのであった。私は，光
悦の「京屋敷」にほど近い日蓮宗本山本法寺（上京区小川通り寺之内上ル）に所在する「本阿弥家
同苗親族」を供養する墓（1802年，享和二年，建立）にも詣でたけれども，鷹ヶ峰の光悦寺に安
置されている「本阿弥光悦翁墓所」の方が，本法寺のそれに比べて，はるかに良く手入れが為され
ており，光悦の人と業績を偲ぶ心持ちに満ちている。
　本阿弥光悦と俵屋宗達のコラボレーションに始まる「桃山」風の，闊
かっ
達
たつ
にして雅
みやび
やかな「光悦
流」（アーネスト・フェノロサ）の《芸術》と《文化》の創造活動の流れは，よく知られているよ
うに，尾形光琳（1658―1716年）・乾山（1663―1743年）によって代表される「琳派」の活動に引
き継がれ，さらに，酒井抱
ほう
一
いつ
（1761―1828年）や鈴木其
き
一
いつ
（1796―1858年）の「江戸琳派」のそ
れを生み出し，明治時代以降の日本の近代化の展開のなかでも，神坂雪佳（1866―1942年）から
田中一光（1930―2002年）に至るまで，多くの画家・写真家・デザイナーたちの《コミュニケー
ション行為》→《文化的》社会関係の創造過程を触発し，派生させて来ている。
　私は，今，神坂雪佳の『光悦村図』（昭和初めの制作，絹本着色，縦59㎝，横183.5㎝）の複製を
前にしているのであるが，そこには，色づいた紅葉の木の下で，図面を見ながら，あれこれ思案し
つゝ，木材を切り出すなどの仕事にはげむ大工たち，頭に花を載せ，街へと向かう花売女，編
あみ
笠
がさ
に
着流しの出で立ちで訪れようとしている武士が描かれ，その先の庵には，刀を前にして立膝で寛
くつろ
い
でいる老人―光悦―が居り，後ろの壁には，宗達との共同制作の数々の書画巻で私たちが眼に
している薄
すすき
図の料紙が張られ，棚に絵の具皿，筆，硯，料紙箱，冊子が並び，少し離れた右側には，
屋根の付いた井戸が在る。また，老人―光悦―の左側，少し離れた手前には，轆
ろ く ろ
轤に載せられ
た茶碗と篦
へら
が置かれている。さらに，その左側，隣りの部屋では，茶入れなどを並べ，職人が比較
的大きい蒔絵の箱を制作している最中である。
＊＊
　第２図の「通り町すじ」の中央，口六十間の光悦の在所は，このようにして，おそらく，光悦の
居宅のみならず，「工房」や「集会所」のような建物をも，含んでいたのであろう。この図で，光
悦の右側には，養子の光瑳や光悦の実弟の宗知の居宅があり，左側には，本阿弥本家筋の光徳の次
男である光栄，ならびに三男光益が入り，口二十間の土田了左衛門は，蒔絵師の土田一族のひとり
であろう。「通り町すじ」の向い側（西側）には，光悦の孫，光甫が口十五間で住み，光徳の甥の
光伯が居り，その横に，紙師宗仁（二），筆屋妙喜，有名な蒔絵師土田宗沢が住み，さらに，光悦
の居宅の真ん前に，蓮池常有，おがた（尾形）宗伯，茶ヤ（屋）四郎次郎，といった《町衆》の
面々が並んでいる。
　「西の道すじ」に眼を移すと，南側の「いはい（位牌）所」（現在の光悦寺）にほど近く，口十五
間で大工・久右衛門が住んでおり，反対の北側には，「かめ」という女性の住居や召使いの人たち
のそれと思われる軒
のき
がつらなっているのであった。
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　私たちは，このような鷹ヶ峰「光悦村」の住民たちのなかで，とくに，蓮池常有と宗仁のふたり
に，留目しなければならないであろう。なぜなら，前者は西陣の「唐織屋」であり，その京屋敷は
上京の兼康町―現在は，上京区の北兼康町と南兼康町に分かれ，今出川通りを挟んで，向かい合
っている―に所在し，後者は，まさしく「紙師宗二」であり，いずれも，俵屋宗達，そして宗達
と光悦の《コミュニケーション行為》の交響と交叉反転としての共同制作
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
に，深く関わって行くか
ら，である。『広辞苑』（第六版）によれば，「唐
から
織
おり
」とは，①中国渡来の織物，また，それに似た
織物の総称。唐織物。唐物。②地組織は経
たて
の三枚綾，色糸の絵緯（えぬき）は縫取織にして浮かし，
多彩な美しい文様を織り出した絹の紋織物。唐織錦。③能装束。唐織で詰袖に仕立てた最も豪華・
華麗な表着。主として，女役に用いられる，ということになる。
　私は，「コミュニケーション行為論（五）」第15節において，世阿弥の名作『井筒』に触れたが，
そのシテの衣裳は，ほかならぬ「唐織」であった。そして，蓮池常有の京屋敷の所在する上述の兼
康町は，本阿弥辻子の小川通りのすぐ東側の町組みなのであり，光悦は，『光悦謡本』という全百
冊の美しい，雲
き
母
ら
刷りの木活字本を刊行しているけれども，これは，九代目観世大夫身
ただ
愛
ちか
（黒雪・
暮閑）と光悦との交流から生み出された観世流謡本なのであり，黒雪らが住む観世町は，今出川通
り沿いに，本阿弥辻子から400ｍほど西に歩いたところに，所在する。
　周知のように，俵屋宗達については，まだまだ資・史料が不十分であり，生没年を初めとして，
詳細は明らかになっていないけれども，彼が蓮池家の同族であることに関しては，諸説が一致して
いる。そして，宗達個人の家職に関しては，「扇屋」（源　豊宗）や「絵屋」（山根有三）など，見
解が分かれているけれども，いずれにしても，光悦と宗達の《コミュニケーション行為》の見事な
ばかりのコラボレーションが，紙師宗二（宗仁）の存在なしには生み出され得なかったという事実
は，誰れしもが認めるところである。
　『本阿弥行状記』（上巻）以上に，私たちが信頼し，依拠することができる資・史料は，本阿弥光
悦自身が書き残した多くの「書状」（とくに「手紙」）である。それは，たとえば，次のような手紙
として，残っている。
　明朝竹庵老／鷹峯ニテ御茶申候／相伴ニ頼申候／恐惶謹言
　　十三日　　光悦（花押）
　宗二老　床下　光悦
　明朝，竹庵老どの（宇治の茶師，上林竹庵政重のこと……田中補注……）が，鷹ヶ峰において，
茶会を開かれます。御相伴に，是非ともあなたさまを御願い申し上げたく存じます。どうかよろし
く。恐れながら申し上げます。
　十三日　　光悦より
　　　宗二老様　　御許に
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　今朝者きら給候／唯今令一覧候驚目候／けさはふせり候而慇懃／御礼不申候猶以面可申候／謹言
　　十九日
　〔端裏書〕　埋忠□　　光悦
　今朝は，雲
き
母
ら
給わり候。唯今，一覧せしめ候。目を驚かせ候。今朝は，臥せり候て，慇
いん
懃
ぎん
の御礼
申さず候。猶
なお
，面をもって申すべく候。謹言。
　　十九日　　光悦
　　　埋忠さまへ
＊＊＊
　埋忠□（一字不明）は，埋
うめ
忠
ただ
老のことで，桃山時代の刀工，また鐔
つば
工として，名人と言われた人
物であり，名は重吉，通称彦次郎，足利義昭，豊臣秀吉ならびに秀次に仕えていた。
　埋
うめ
忠
ただ
老，すなわち埋忠 明
みょう
寿
じゅ
が，この朝，光悦に雲母（きら，あるいは，きらら）を贈ったが，
明寿の使いが来訪した時に，光悦はまだ臥床していたようで，「近々，お目にかかって御礼を申し
上げます」と，述べているのである。「雲母」は，『広辞苑』（第六版）によれば，「単斜晶糸，六角
板状の結晶をなすケイ酸塩鉱物。真珠光沢をもつ。硬度二・五～三。はがれやすい。白雲母，金雲
母などの種類がある。耐火性が強く，また電気の絶縁に用いる。きら，きらら，うんぼ，マイカ。」
ということで，もともと，中国で造られていた唐
から
紙
かみ
は，形
かた
木
き
（版木）で文様をあらわして，紙面に
雲母で刷り出しているのであった。光悦は，宗達との共同作業においても，また，角倉素庵との共
同制作である「嵯峨本」の刊行においても，この「雲母」を多用しており，その実際の《職人わ
ざ》は，まさに〈紙師　宗二〉の手によるものであった。
　なお，私の手許の資料によると，この「埋忠老」は，「山城，西陣住人埋忠明寿」を指し，この
人物は，江戸時代前期の日本全土にわたる『刀匠一覧』―大相撲の「番付表」と同じように，全
国の刀匠たちを，東西に分けて，大関から前頭まで，詳細にランクづけをしている―を作成する
際の，「行司」代表―鑑定委員長―を務めている。念のために付け加えるならば，東の「大関」
は江戸の長曽弥興里入道虎徹であり，西のそれは，肥前の肥前国忠吉（初代）とされている。
＊＊＊＊
　《武者の世》（慈円）は，室町時代から安土・桃山期を経て，江戸時代にその《封建制度》の完成
形としての「幕藩体制」を確立することとなったが，皮肉なことに，豊臣秀吉の「刀狩り」以降，
江戸幕府の下での「武家諸法度」（1615年），「禁中幷公家諸法度」（同じく1615年）および「諸国
寺院御掟」（1666年）という社会諸階層への統制の強化により，かつての戦国武将その他の太刀は，
《磨
すり　あ
上げ》―大きさや形を加工して，携帯する「ブランド品」のような装飾品にすること―に
よって，まったく，その性格を変えることとなった。本阿弥宗家第九代の光徳（光悦より４歳年長
の従兄）の「極め」による「城和泉守所持　正宗磨上　本阿（花押）」（国宝　鎌倉時代―14世
紀―，東京国立博物館蔵）は，相州鍛冶の完成とされる正宗の代表的な刀であるけれども，1609
年，埋忠寿斎によって金象嵌を加えられ，長さ70㎝，反り2.1㎝の「美術品」となっている。
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　私は，今，本阿弥光悦筆・俵屋宗達絵「鶴下絵和歌巻」（重要文化財，桃山時代―17世紀―，
紙本金銀泥墨書，縦34.1㎝，横13ｍ56㎝，京都国立博物館蔵）の複製を，手許に広げている。光悦
は，柿本人麿，凡河内躬恒から壬生忠見，中務へと至る三十六歌仙の和歌を書しており，巻末に
「光悦」の角印（墨印）を捺している。これに対して，下絵の筆者を示す款記印章は，無い。けれ
ども，狩野博幸は，「その明快で豁達な筆使いは，これが俵屋宗達の画作と主張することをいささ
かも躊躇させない。それどころか，やはり款記印章のない『風神雷神図』とともに，絵画性と装飾
性の類い稀れな融合と，装飾美が本来的にもっているダイナミズムの見事な顕現を示す傑作であ
る」と，記している。そして，この長大な歌巻は，その裏面はり継ぎに，金泥などで捺した，細長
い，角印の「紙師宗二」の印を，与えられているのであった。
＊＊＊＊＊
　私は，また，『本阿弥行状記』（上巻），第64段を，とくに重要な資料と考えている。そこには，
まず，「本阿弥は家の目利に越度のなき事は，若年の時より絶る間もなく見馴，其うへ目利になら
ひ有事は，十二三の時より一言も残さず相伝をうけ，また細工致すときは，一腰を十日も廿日も手
に持て，骨髄を見ぬくべしと心懸，宜き切懸もあらば見出し，親兄弟よりも名人になるべしと精を
出すゆえ，目に見え，心にうかぶほどの事は，数十年の功にて随分見知るなり。余所に目のかしこ
き人ありとも，本阿弥が千分一つも，刀脇差の数を見られざる故に，正宗を一腰，吉光を三こし，
義弘は只一腰見たりなど申分にてはおぼつかなし。」と記した上で，次のように，言うのである。
＊＊＊＊＊＊
　取放て見る茶入のふた，袋さへ，ふた，袋のよしあし故に，其の茶入能くもあしくも見ゆるなり。
まして，刀脇ざしの瑳
とぎ
は，その身に付たるものなれば一大事なり。とぎの合点能くせざる人は目利
き覚束なし。かやうに見ゆるは，かやうに仕立てたるゆえなり。かやうに仕立てたるはかやうにな
るべしと明らめぬ人は，合点行がたき事なり。家に生れても心ざしうすく，高慢にて伝受せざるも
のは，町とぎの上手のごとく，本阿弥が家のとぎは人の見知る事にあらず。殊に，のごひ，磨き，
四いろ五色のうち，何にても得たる事を一色はげむといへども，一色さへ上手になり難し。しかる
に，親の光瑳は一色も残らず，五色ながら皆名人なり。家始りして残らずみな名人は，たゞ一人な
り。台徳院様勝れたる名人ありやと御尋ね被成しとき，光室具に申上げるゆえ能く御存知被成，第
一の御秘蔵三吉正宗の拭ひを光瑳に被仰何度思召けれども，病人にて江戸まで罷越申事不叶ゆえ，
後藤縫殿助に御腰物奉行衆付られ，はる 京都まで御登世被成，上がたにて仕差上申なり。下と
ぎより水仕立までは光瑳が次男光由仕り，ぬぐひは光瑳，みがきは我等仕たり。我等事光悦光瑳に
取立られ，数十年そしられ，誉られ，随分指南を請けれども，日本国の神以両人におよばず。
＊＊＊＊
＊＊＊
　この部分は，光悦の孫（しがたって，光瑳の長男）光甫―法眼空中斎―の手になる記述であ
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る。文中の「台徳院」は，言うまでもなく，徳川幕府第２代将軍，秀忠のことであり，後藤縫殿助
は，前掲の「彫金家」に始まり金座・銀座の差配となっていた後藤徳乘家の一族のものであろう。
　私たちは，玉
たま
鋼
はがね
が何度もの「積み沸
わ
かし」による鍛練，さらに，「沸
わ
かし延べ」から「火づく
り」の作業，そして，「篦
へら
」による土取り（土置き）から「焼き入れ」，最後の「鍛冶研ぎ」，とい
うプロセスを経て，《刀》が造られるのを承知しているけれども，当然のこととして，光悦，光瑳
ならびに光甫たちの「家職」の作業も，この過程への深い洞察と理解の上にのみ成り立つものであ
り，したがって，また，彼等自身の《砥
と
ぎ・拭ひ・目利》という仕事も，《刀》という‘Object’
のなかを貫通している《自然法則》の展開への「目利き」を，必須のものとしていたのであろう。
　本阿弥光悦の残した「作品」は，
国宝　船橋蒔絵硯箱，木製漆塗，縦24.2㎝，横22.9㎝，高11.8㎝　（東京国立博物館蔵）
重要文 化財　赤楽茶碗，銘加賀光悦（相国寺蔵），黒楽茶碗，銘雨雲（三井記念美術館蔵），群鹿蒔
絵螺
ら で ん
鈿笛筒（大和文華館蔵），四季草花下絵古今集和歌巻，本阿弥光悦書，俵屋宗達画（畠
山記念館蔵），始聞仏乗義（妙蓮寺蔵），鶴下絵三十六歌仙和歌巻，光悦書・宗達画（京都国
立博物館蔵），如説修行抄（本法寺蔵），子日蒔絵棚（東京国立博物館蔵），立正安国論（妙
蓮寺蔵）
　その他，16点を含み，《書》，《絵画》，《陶芸》，《漆芸》へと，「家職」を離れて，実に広く，多
岐にわたっている。それは，また，《書》における角倉素庵，《絵画》における尾形光琳，《陶芸》
における楽　道入や尾形乾山など，当代から後世へと，アーネスト・フェノロサのいわゆる
“Koetsu School”を生み出すこととなった。そして，フェノロサの教え子である岡倉天心（本名，
覚三，1868―1936年）は，『茶の本』（周知のように，もともと，The Book of TEA by Okakura-
Kâkuzo, 1906, New York, Fox Duffield & Co. として刊行され，村岡　博訳の日本語版は，1929年，
岩波書店より出版されている）のなかで，次のように言うのであった。
　One of the greatest schools of painting owes its origin to the tea-master Honnami-Koetsu, famed 
also as lacquer artist and potter. Beside his works, the splendid creation of his grandson, Koho, and 
of his grand-nephews, Korin and Kenzan, almost fall into the shade. The whole Korin school, as it is 
generally designated, is an expression of Teaism. In the broad lines of this school we seen to find 
the vitality of nature herselr.
＊＊＊＊＊＊＊＊
　私は，天心の英文の最後の部分，……the vitality of nature herselr……を，本阿弥光悦の《コミ
ュニケーション行為》の構造を理解するために，きわめて重要であると考えている。
　ちゃわん四分ほと／白土赤土御持候而／いそぎ御出可有候／謹言
　　正ノ十六　　光悦（花押）
　ちゃわんや　吉左殿　　光悦
＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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　茶碗出来候哉／茶入蓋ひかせ光瑳ニ／居申是ヘ待入候／恐惶かしく
　　十月十六日　　光悦（花押）
　チャ 屋　吉左衛門さま　　徳友斎光悦
　　　人々御中
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　此ちゃわんのくすり／をあわせ可給候／又くわうさちゃわんも可給候
　　吉左殿参　　光悦＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　これら三通の「消息」（手紙）は，いずれも，今日，京都の楽美術館に所蔵のものである。光悦
は，「白土と赤土，茶碗四つ分ほど急いで持って来て下さい」と頼み，「この茶碗の釉薬（うわぐす
り）を調合して下さい。（息子の）光瑳の茶碗についても，同様，よろしくお願いします」と述べ，
「茶碗は出来上ったでしょうか？　私は光瑳のところに居りますので，こちらへお持ち下さるよう
待っています」と，問い合わせているのである。
　そして，これらの宛名の「吉左，吉左衛門」は，言うまでもなく，楽家の当主であり，この場合
は，第二代常慶あるいは第三代道入であった，とされている。楽美術館は，光悦の「京屋敷」跡か
ら，同じ油小路通りを500ｍ余り南へ下った場所に在り，隣接する窯元の玄関に掛けられた暖
の れ ん
簾には，
横に，右から，楽焼とあり，この二字の間に割って入るようにして，中央，縦に，御ちやわん屋と
記されているのであるが，これを揮毫したのが本阿弥光悦その人なのであった。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　このようにして，光悦が作った最初の《今焼》の和物茶碗が，白楽茶碗，銘「不二山」（高さ8.9
㎝､ 口径11.6㎝）であり，今日，国宝に指定されている。しかし，光悦は，これを，娘（次女の妙
法かと思われる）の婚礼の際に，紫地羽二重の振袖に包んで，嫁入り道具のひとつとして，与えて
しまっているのである。共箱に，右側上段に不二山
4 4 4
，左側中段に大虚庵
4 4 4
と鷹ヶ峰での光悦の住居を
もとにした号をみずから記し，やゝ大振りの「角印」が捺
お
してある。正木篤三が「楽の清純な美し
さ，端正の美しさ」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
を示すと激賞するこの茶碗は，しかし，天保９年（1838年），
当時の所有者比喜多権兵衛から600両で姫路城主酒井忠学の手に渡り，現在，服部正次（服部時計
店社主）の所有に帰し，サンリツ服部美術館蔵となっている。
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　私は，本阿弥光悦の《コミュニケーション行為》の構造を，上図のような，フェルディナン・
ド・ソシュールのシェーマに依拠しつゝ，理解しようと努めている。もとより，私の本稿の視座に
おいて，ソシュールのいわゆる‘Région du signe’は，狭義の，文字通りの「記号」の意より広く
解釈されており，《書》，《絵画》の「画像言語」（Bildsprache，ゴットフリート・ベーム）から，
さらに，《茶碗》や《蒔絵》にまで拡大され，《刀》の「拵」（こしらえ）までをも含むものとなっ
ている。
　そして，光悦がみずからの《コミュニケーション行為》によって生み出した，さまざまな《美術
品》，《工芸品》と一
ひと
括
くく
りにされて来た広義の「記号」・「画像言語」・《表象》（Vorstellung）として
の《書》・《絵画》・《陶器》・《蒔絵》および《刀》こそが，私の第４図のシェーマにおける Oa―Ob
―Oc……On……Oz の諸「客体」なのである。言うまでもないことであるけれども，フランス語の
‘Image’は「映像」なのであって，ソシュールのシェーマのなかでの‘Image acoustique’と
‘Image de pensée’の「交渉」し，「結合」し，そして，「交差反転」する過程こそが，《表象》
（Representation）の生成するところであり，私たち自身の《コミュニケーション行為》の展開過
程そのものなのであった。
　私たちは，今，光悦の《コミュニケーション行為》の過程における“the vitality of nature 
herself”（岡倉天心）のありよう
4 4 4 4
を，解明すべき時である。
第３図　ソシュールの基本的シェーマ
（出所：田中義久『コミュニケーション理論史研究（下）―記号論からコミュニケーション行為の地平へ―』
（2014年，勁草書房），172頁）
Acte phonatoire en
vue de [],
pour répéter
l’image acoustique
Idée
Phonisme
Acte Phonatoire
Association psychique
Image
acoustique
Image
de pensée
Région du signe
(psychologique)
Au lieu de
53
コミュニケーション行為論（六）
　それは，二つの焦点を持っている。そのひとつは，「内的自然」と呼ばれ，「パーソナリティ諸
力」とされている《コミュニケーション行為》の「主体」のなかの《自然》であり，具体的には，
感覚
4 4
・感性
4 4
そして欲望
4 4
である。もうひとつの焦点は，a，b，c……n……z の諸「客体」の背後を貫
通している《自然法則の展開過程》であるだろう。かつて，16世紀のフランス，リヨンで多くの
「トラブール」にほど近い’Hôtel-Dieu’（「神の館」という名の病院）の勤務医だったフランソワ・
ラブレー（生年不詳―1553年頃）は，その主著 Gargantua のなかで，
　‘Fay ce que vouldras’（「みずからの欲することを為せ」）と言い，その第４巻15章では，
‘norrambouzerezengouzequoquemorguatascbacguevezinemaffresser’（「手
て
酷
ひど
く，めちゃくちゃに殴
りつける」という意味の動詞）という長大な人工言語
4 4 4 4
を用いている―私は，77年間の人生で，そ
れなりの数の文学作品に触れて来たけれども，これほどに特異で，「個性的な」言語《記号》を眼
にしたことは，他に無い―
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
同時代の閨秀詩人，ルイーズ・ラベ（1524―66年）
第４図　コミュニケーション行為と《文化的》価値
（出所：田中義久，前掲書，319頁）
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は，ローヌ河・ソーヌ川の無数の船の「舫
もや
い綱
づな
」を扱う商人の妻であったが，“La Bell Cordelière”
―Cordelière は，聖ボナベンチュールによって代表されるリヨンのフランシスコ会と「舫い綱」
の両方を，意味している―と呼ばれ，
　‘Lors que, souef, plus il me baiserait,
　　Et mon esprit sur ses levres fuiroit,
　　Bien je mourrois, plus que vivante, heureuse’
　　　　　　　　―Sonnet―
　と，歌いあげた。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　私見によれば，本阿弥光悦と「鷹ヶ峰」の《芸術家》たち―林屋辰三郎は，この人たちを，
「桃山的人間」とカテゴライズした―は，このような16世紀リヨンの「ユマニスム」の人間的自
4 4 4 4
然の諸力の賛美
4 4 4 4 4 4 4
を，共有している。とくに，ラブレーの自由にして奔放な創作の態度は，俵屋宗達
の《コミュニケーション行為》のそれ―彼は，光悦との数多くのコラボレーションの作品に，前
述した光悦や紙師宗仁（宗二）のそれと同じように，「伊年」という作者の印刻を残しているので
あるが，これは，《俵》⇄《稲》の“chiasme”を込めているけれども，俵屋という絵師（もしく
は扇屋）の「工房」を表象しているだけで，宗達個人の特定を許さない―と，きわめて良く，響
き合っている。
　また，光悦，宗達および角倉素庵たちの「金銀泥絵」や「雲
き
母
ら
刷
ずり
」の諸作品には，まさしく，
「鷹ヶ峰」の西に屹立している鷹ヶ峰，鷲ヶ峰ならびに天ヶ峰の三山の姿に酷似した山の姿が，頻
出しているのであった。素庵ひとりだけが浄土宗の家に生まれているけれども，光悦，宗達その他
の「鷹ヶ峰」の住人たちは，すべて，日蓮宗の信仰の下にあり，彼らにとって，「鷹ヶ峰」の地は，
まさしく，『法華経』の「序品」に言うところの「霊鷲山」（Grdhrakūta，グリドゥラ＝クータ）
にほかならないのであった。実際，光悦が開いた「鷹ヶ峰」の《芸術家たちの村》は，紙屋川の深
く切れ込んだ谷を隔てて，前記した鷹ヶ峰三山と向い合うようにして起ち上っている釈迦谷山
（290.9ｍ）の山腹にやゝ広く開けた台地である。そして，私は，この「光悦村」の北東の隅，もう
隣りの玄琢町への下り坂に近い常照寺の境内で，偶
たま
々
たま
，「蔵の財
たから
よりも，身の財
たから
すぐれたり。身の
財
たから
より，心の財
たから
第一なり」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
という日蓮の言を記した立て札
4 4 4
を，眼にすることと
なった。日蓮宗は，周知のように，基本的には，「現世利益」の仏教であり，来世における「救済」
よりも，現世のなかでの《宝土》の実現を重視する。本阿弥光悦は，「鷹ヶ峰」の台地を文字通り
の《宝土》とするために努力したのであり，彼の《コミュニケーション行為》は，たしかに，「心
の財」＝普遍的価値
4 4 4 4 4
としての《美》を生み出したのであった。（以下続稿）
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